
 

 



答申物件　山の神遺跡出土品　（１）押型文土器３点・縄文土器１点

写真 1 　押型文土器（楕円文）

写真３ 　押型文土器（異なる文様を併用） 写真４ 　縄文土器（縄文施文の土器）

写真２　押型文土器（山形文）

１ ２ 

３ ４ 

【器形】

器の底が尖っている

【器形】

縁付近がくびれている
【文様】

代表的な文様

の付け方がわ

かる

高さ 30.0cm高さ (19.5)cm

高さ 42.4cm高さ 41.2cm

【器形】

縁がくびれずに立ち上がる

いずれも破片資料ではなく器の形がわかる貴重な資料



答申物件　山の神遺跡出土品　（２）異形部分磨製石器 41 点（通称「トロトロ石器」）

写真５ 　異形部分磨製石器
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矢じり状だが先端が尖っておらず丸く、

狩猟具などの利器とは考えにくい

特殊な遺構の周辺から 41 点もの多量の

出土は、全国的にもほとんど類例がない

通称「トロトロ石器」と呼ばれるように、表面の一部が摩耗しているのが特徴

形状と色が統一的で、特定の石材を使用

長さ 9.2cm

長さ 1.8cm








